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令 和 ２ 年 度 事 業 計 画  

 

《基本方針》 

  公益財団法人長野県障がい者スポーツ協会は、本県の障がい者スポーツ統括団体として、加盟団体と協

力しながら障がい者の心身の健康の保持増進や社会参加を促進し、スポーツを通して幸福で豊かな営みを

支援するとともに、障がいの有無にかかわらず、相互に人格と個性を尊重し合う共生社会の実現に寄与す

ることを目的としている。 

  このため当協会では、さらなる公共性や透明性の確保に努め、障がい者スポーツの普及と振興、障がい

者スポーツに対する県民の各界各層の応援や支援の輪を広げる必要がある。 

  また、今年８月に開催される 2020 年東京パラリンピックのムーブメントを活用して、障がい者スポー

ツの認知度向上や2027年の全国障害者スポーツ大会の開催に向け競技力の向上のため選手の育成・強化、

指導者の確保などの取組を強化していく必要がある。 

  なお、厳しい財政状況下にある長野県からの補助金等の増額が難しい中、公益財団法人として寄附税制

上の優遇措置が図られることから、引き続き寄附者（賛助会員を含む。）の拡大などによる収入増に努め

る。 

 

《事業の内容》 

Ⅰ 協会の運営（事務局人件費、物件費） 

 １ 会議の開催等 

 ・ 理 事 会   ３回（開催時期 ６月（決算等審議、）、７月(役員選出)、令和３年３月(予算等審議) 

・ 評議員会   ２回（  〃   ６月（決算等審議、）、令和３年３月(予算等審議)） 

・ 専門委員会  １回（   〃   ６月） 

（上記のほか必要に応じて臨時に開催します。） 

 

２ 寄附者及び賛助会員の確保 

新たな寄附者の開拓を図るため、企業等を訪問するほか、広く県民から賛助会員を募り、県民の障が

い者スポーツに対する意識の高揚とスポーツの振興を図ります。 

賛助会員の状況 

区    分 現会員数（Ｒ２.２末現在） 令和３年度末見込会員数 

賛助会員 
個  人 １７５  人  ２００  人  

団  体 １０７ 団体 １２０ 団体 

  

Ⅱ 事業の実施 

 １ 各種大会の企画、運営 

（１）全国障害者スポーツ大会派遣事業  
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ア 長野県選手団の派遣 

令和２年 10月 24日～26日に鹿児島県（鹿児島市ほか）で開催される第 20回全国障害者スポ

ーツ大会へ長野県選手団を派遣します。 

 ・ 個人競技（陸上、水泳、アーチェリー、卓球、フライングディスク、ボウリング)選手 39名 

 ・ 団体競技（令和２年度に北信越・東海ブロックの地区予選大会を経て出場の可否が決定） 

 ・ 役  員 33名＋団体競技役員 

イ 全国大会出場者の強化練習 

第 20 回全国障害者スポーツ大会個人競技の出場選手を対象に、記録会及び強化練習を実施し

ます。 

・ 第１回  令和２年５月23日（土）、24日（日）    場所 サンアップル他 

・ 第２回  令和２年10月３日（土）、４日（日）      〃 

（２）団体競技地区予選等派遣事業 

第20回全国障害者スポーツ大会等の地区予選会への選手、役員の派遣を支援（参加費補助） 

します。 

・ 車いすバスケットボール北信越・東海地区予選会  （北信越・東海県） （身体障害者） 

・ グランドソフトボール北信越地区予選会      （北信越県）     （視覚障害者） 

・ バレーボール（聴覚）北信越・東海地区予選会   （北信越・東海県） （聴覚障害者） 

・ フットベースボール北信越・東海地区予選会      （北信越・東海県）  （知的障害者） 

・ ＦＩＤバスケットスボール北信越・東海地区予選会  （北信越・東海県）   (知的障害者) 

・ ソフトバレーボール北信越・東海地区予選会    （北信越・東海県） （精神障害者） 

・ サッカー北信越・東海地区予選会          （北信越・東海県）   (知的障害者) 

・ ろうあ者体育大会（野球競技）北信越地区予選会  （北信越県）    （聴覚障害者） 

（３）障がい者スポーツ大会の運営 

県と共催で、第20回長野県障がい者スポーツ大会を、令和２年９月13日（日）に松本平広域公園

陸上競技場ほかで開催します。選手、役員等約 1,900名が参加予定。 

（４）県障がい者スキー大会運営事業 

県から受託し、第 42 回長野県障がい者スキー大会を、令和３年２月上旬頃に長野市または長野市

近郊のスキー場において開催します。（長野市飯綱高原スキー場は 2019年度で終了） 

（５）長野車いすマラソン大会運営事業  

実行委員会（県、長野市、信毎、当協会等で構成）から受託し、第 16 回長野車いすマラソン大会

を、令和２年４月19日（日）に長野市で開催します。 

・ 参加選手     50名（うち招待選手６名（過去大会の優秀成績選手等）） 

・ 競技以外の事業   フォトコンテスト 

                   学校や企業での車いすアスリート講演会 

          大会ポスター等の制作・配付、ピンバッチ制作・販売、エコバック販売 

 

２ 地域コーディネーター活動事業 

  東京パラリンピックムーブメントを活用して、障がい者が地域の身近な場所で運動・スポーツに参

加できる機会の拡大とスポーツを通じた共生社会づくりを強力に推進するため、地域のスポーツ団体

等の相互連携の調整役を担う「地域コーディネーター」を設置（１名）します。 

 ・障がい者に、運動・スポーツの喚起（意義の発信）やスポーツに関する情報提供 

 ・一般スポーツ団体等への受け入れ働きかけ、相談、指導者紹介や地域の支援者ネットワークづくり 
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 ・みらいアスリートディレクターとの連携による、子どもたちが継続して競技に携われるよう支援 

 

３ みらいアスリート事業 

  2027年に本県で開催予定の全国障害者スポーツ大会で、本県選手が活躍するために、選手発掘及び競            

技力の向上が急務となっている。選手の競技力を向上させ、全国障害者大会での好成績を残すためには、

地域に埋もれている才能のあるアスリートの発掘・育成を行う必要があります。同時に、競技団体の活

動強化、競技環境の整備を図っていく必要があります。 

障がい者スポーツに精通した「みらいアスリートディレクター」（２名予定）を設置し、障がい者ス

ポーツ地域コーディネーターと連携しながら、みらいアスリートの発掘、スポーツを継続するための支

援、競技団体への支援を行います。 

 

４ 指導者養成研修事業 

（１）初級障がい者スポーツ指導員の養成 

令和２年７月（４日間予定）に初級障がい者スポーツ指導員養成研修会を開催します。 

・ 開催場所    南信管内（伊那市周辺予定） 

・ 受講予定者数  30 人 

（２）大学連携による初級障がい者スポーツ指導員の養成 

    初級障がい者スポーツ指導員の資格取得に向けて、授業として学生を対象に養成講座を開催します。 

・ 開催場所    公立大学法人 長野大学（上田市） 

・ 受講予定者数  20 人 

 

５ 競技団体支援事業 

（１）普及強化委員会 

開催時期  ６月１０日（水） 

（２）競技団体への助成 

協会加入の29競技団体の選手育成強化等の事業へ助成し、活動を促進、支援します。 

（助成対象事業）  

・強化練習、選手派遣、用具整備、競技普及、指導者等養成、大会開催 

 

６ パラアスリート育成支援事業（旧ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｱﾝ育成支援事業） 

パラリンピックやデフリンピックの出場を目指す県内選手を育成するとともに、2027 年に長野県で

開催予定の全国障害者スポーツ大会に多くの県内選手が出場できるよう、有望選手の育成を行う競技団

体に対して支援を行います。 

  

７ 地域スポーツ活動支援事業 

（１）キッズ支援事業 

日頃スポーツをする機会が少ない障がいのある子どもたちを支援するため、スポーツを通じて心

身の健康づくりと障がいの有無を越えて、同世代の子どもたちとの交流を図り、社会参加を促進し

ます。 

・スポーツキャンプ・スポーツわくわく体験会・ダンス教室・野球教室等の開催 

（２）指導者派遣事業 
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要望に応じて、障がい者スポーツ指導員を、学校、施設、地域等へ派遣し、障がい者、高齢者等

の地域におけるスポーツ活動を通じた健康づくりを支援します。 

（３）スポーツ用具貸出事業 

障がいがある者もない者も、子どもも高齢者も簡単に楽しむことのできるニュースポーツ等の協

会所有のスポーツ用具を貸出します。  

（４）連携協力協定 

     平成 19年（2007年）８月７日に締結した、清泉女学院大学・同短期大学との連携協定に基づき、

ボランティア講座や体験会を行うとともに、計画的に活動への参加を進め、スポーツ、文化の幅広

い分野で連携を深めます。 

 

８ アスリート講師派遣事業 

次の時代を担う小中学生等の障がい者及び障がい者スポーツへの理解を促進するため、障がいを持つ

アスリートを小中学校や企業等へ派遣し、講演会、交流会を開催します。 

  

９ トップアスリート支援事業  

パラリンピック大会等の国際大会を目指すトップアスリートを支援します。 

    

支援金交付実績  

平成26年度 該当者なし 

27年度 個人 ４名 

28年度 個人 ３名 

29年度 個人 ７名、１ 団体 

30年度 該当者なし 

元年度 個人 １名 

 

10 情報発信、ＰＲ事業  

障がい者スポーツに関する各種の情報（スポーツの機会、大会情報、競技団体など）を提供します。 

 ・ 会報誌の発行（年３回） 

・ 協会ホームページの管理、更新 

 

11 協会表彰事業  

    県内の障がい者スポーツの振興に功績のあった個人及び団体を対象に、その功績を称え、表彰を行い

ます。 







 

 

 

 

 

 

資 金 調 達 及 び 設 備 投 資 の 見 込 み に つ い て 

（令和２年４月１日から令和３年３月 31日まで） 

 

 

 

 

 

１ 資金調達の見込みについて 

   

・当期中に資金調達（借入れ）の予定はなし。 

 

 

 

２ 設備投資の見込みについて 

   

・当期中に設備投資の予定はなし。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


